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平成１７年度第６回ＣＲＤセミナー 
日時：平成１８年３月７日（火）13 時 00 分～14 時 00 分 
場所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター ２階 
共催：産学官連携推進事業実行委員会 
   地域共同研究開発センター研究協力会 
 
 
中性原子発生装置の開発と 
ナノスケール半導体薄膜形成への応用に関する研究 
客員教授（アリエース・リサーチ有限会社 代表取締役） 古川 雅一 
 次世代ギガビット超高集積回路（ＵＬＳＩ）製造において、原子・分子レベルで制御
された高度な半導体プロセス技術が要求される。本研究において、１２インチウエハー
対応表面波プラズマ装置を開発し、表面波プラズマ励起により高密度のイオン及び原子
を発生させることに成功した。本年度は、この装置を用いて低温でダメージフリーの半
導体プロセスを実現できるようにした。一昨年度は、レジスト除去プロセスに注力して
研究を行った。レジスト除去において、酸素原子及び水素原子照射の双方において、 
１μｍ／ｍｉｎもの高いレジストアッシングレートが得られた。高濃度にイオン注入し
たレジストにおいて、酸素アッシング後、ウエハー表面に酸化物と見られる粒状の残渣
が確認できた。一方、水素原子によるアッシングでは完全にレジストを剥離することが
出来た。これより、低温部における高いアッシングレート及び高ドーズイオン注入レジ
ストの完全剥離において水素原子によるレジスト除去は優位であり、新しいレジスト除
去技術として注目に値する。 
 次に本年度は、原子とシラン系ガスを用いて化学気相成長法による低温絶縁膜形成を
試みた。絶縁膜としてはシリコン酸化膜及びシリコン窒化膜を形成し、シリコン酸化膜
においては層間絶縁膜として有用な９ＭＶ／ｃｍの高絶縁破壊耐圧を示し、シリコン窒
化膜においては最終表面保護膜として有用な０．２ｇ／ｍ２・ｄａｙの耐透湿性を示し
た。その結果、２００℃の低温においても均一且つ良質な絶縁膜形成が可能であること
が確認された。装置に関してすでに基本特許を共同出願しているが、今後、半導体プロ
セス技術の応用特許を出願することを計画している。 
平成１７年度第７回ＣＲＤセミナー 
日時：平成１８年３月１７日（金）10 時 00 分～ 
場所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター ２階 
共催：産学官連携推進事業実行委員会 
   地域共同研究開発センター研究協力会 
 
総合テーマ：高靭性コンクリート及び高靭性軽量コンクリートを用いた 
構造部材の性能照査型設計に関する研究 
テーマⅠ：高靱性軽量コンクリートを用いた RC 梁の静的および衝撃荷重載荷実験 
客員教授 三上 浩 
(三井住友建設（株）技術研究所主席研究員)  
近年，軽量骨材の高品質化等に伴い，軽量コンクリートの構造
部材への適用が積極的に進められている．しかしながら，軽量コ
ンクリートの引張強度は，普通コンクリートのそれよりも小さい
ため，RC 部材に適用する場合にはせん断耐力が低下することが
知られている．本研究では，その改善策として軽量コンクリート
にポリビニルアルコール (PVA) 短繊維を混入する方法に着目し，
PVA 短繊維を混入した軽量コンクリート製 RC 梁の静的および
衝撃載荷実験を実施した．その結果，PVA 短繊維を混入すること
により軽量コンクリート製 RC 梁の静的および動的耐力が大幅
に向上することや，軽量コンクリートに PVA 短繊維を 0.5 % 程
度混入することにより，普通コンクリート製 RC 梁と同程度の耐
衝撃性能を期待できることが明らかになった． 
 
テーマⅡ：高靱性軽量コンクリート製 RC 版の耐荷性能に関する実験的研究 
北海道開発土木研究所 研究員 栗橋祐介 
テーマ I の研究では，PVA 短繊維の混入によって軽量コ
ンクリート製 RC 梁のせん断耐力が飛躍的に向上すること
等を明らかにしている．従って，版部材のように押し抜きせ
ん断破壊が卓越する部材に対しても，PVA 短繊維による耐力
向上効果が効率的に発揮されることが期待される．このよう
な観点より，本研究では，PVA 短繊維混入による軽量コンク
リート製 RC 版の押し抜きせん断耐力向上効果の検討を目
的に，PVA 短繊維を混入した軽量コンクリート製 RC 版の
押し抜きせん断実験を実施した．その結果，PVA 短繊維の架
橋効果により軽量コンクリート製 RC 版の押し抜きせん断耐
力が向上することや，その効果が普通コンクリート製 RC 版
に適用する場合よりも大きいこと等が明らかになった． 
 
テーマⅢ：高靱性軽量コンクリート製 RC 版の耐衝撃性能に関する実験的研究 
建設システム工学科教授 岸 徳光 
本研究では，PVA 短繊維混入による軽量コンクリート製 RC 
版の耐衝撃性能向上効果を検討することを目的に，テーマ II 
の場合と同様の軽量コンクリート製 RC 版を用いた衝撃荷重
載荷実験を行った．また，普通コンクリート製 RC 版について
も同様の実験を行っている．実験は，質量 300 kg，先端部直径
が 60 mm の鋼製重錘を所定の高さから自由落下させる方法で
行った．実験結果，短繊維を混入することにより軽量コンクリ
ート製 RC 版の耐衝撃性が大きく向上することが確認できた．
また，RC 梁を対象とした場合の実験結果と同様，軽量コンク
リートに PVA 短繊維を 0.5 % 程度混入することにより，普通
コンクリート製 RC 版と同程度以上の耐衝撃性能を確保でき
ることが明らかになった． RC 版の重錘落下衝撃実験の状況
ひび割れ開口部における PVA 短繊維
の架橋効果 
実験終了後における RC 版裏面の
ひび割れ分布性状 
